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　本稿は、獅子舞がどのように伝承されているのかを知るため、富山県
高岡市の平米小学校に伝承された獅子舞を中心に、伝承元である平米
町の獅子舞、さらに平米町の獅子舞の伝承元である同市長江地区の獅
子舞の計3カ所について調査・研究を行う。そしてそれぞれの獅子舞を
比較し、伝承によって変わるもの、変わらないものについて明らかにす
る。
長江の獅子舞
　長江の獅子舞は高岡市の獅子舞の中でも歴史があり、1855年頃か
ら続いている。勇壮なけんか獅子で、役者が年を重ねるごとに独自の舞
になってゆく。獅子と天狗の迫力と緊張感に息を飲むようだ。
　長江地区の獅子舞は、毎年10月体育の日の前日の土曜日に開催され
る「長江神社の秋期大祭」の際に行われる。伝承組織は長江青年団。高
校を卒業してから24歳までが、正式な青年団員である。青年団を引退す
るとOBとなり、獅子舞の細やかな指導やサポートにあたる。獅子舞は青
年団が中心となって行うが、祭自体は自治会が行っている。運営費用は
獅子舞の際各家から出される「ハナ」と呼ばれるご祝儀のほか、自治会
で集めた資金によってまかなわれている。
　祭当日の流れとしては、神社に奉納し、その後に氏子や地区の家々で
5分程度舞わす。演目は10種類あり、氏子や地区の家々では2～3演目行
う。新築、改築、結婚など吉事のあった家では40分程度の豪華な舞を舞
わす。夜を徹し、2日間行う地域もある。舞わしてもらう家々は、獅子舞団
体に「ハナ」と呼ばれるご祝儀や、お酒、お米などを渡す。
　練習は祭の約3週間前の9月24日から行われた。青年団長は「獅子舞
は長江の人が一致団結できる唯一の道具だと思っている」と話してくだ
さった。これを聞いた自治会副会長は、「昔は獅子舞以外に青年団が行
う事は多かった。今ではそのようなことは少なくなってしまったな」と話
していた。
　長江の獅子舞の調査から、獅子舞の伝承は年齢層に幅のある多くの
経験者による指導のもと行われている事がわかった。幅のある年齢層
の人と関わる事で、その芸能のかたちのみでなく、芸能とともに伝わる
様々な言い伝えや、決まり事も受け継いでいた。年齢を重ねるごとに個
人の芸が独自性を帯びて行くことを観察できた。
平米町でのインタビューから
　当時獅子舞の担い手であった町の人からお話をうかがった。当時は
子供がたくさんいたため、やりたくてもなかなか獅子舞に参加すること
はできなかった。役につくのは基本的に長男が優先であり、次男は獅子
の足をすることすらできなかったという。
　この点は昔の長江でも同じであった。当時は基本的に長男しか獅子
舞をすることができなかった。獅子舞に参加できることは、当時の人々
にとって相当なステータスであったと思われる。次第に青年団の人数が
少なくなり、また、町内から時代に合わないという批判があり、昭和38
年頃に町の獅子舞は行われなくなった。後に“地域の伝統行事を絶やす
ことなく受け継いでもらいたい ”という話が出て、小学校へ獅子舞が道
具も含めて寄付された。
　当時、平米町の壮年数名が指導者となり、5年生の担任3名、5年生の
代表数十名があつまって平米町公民館で、毎晩約二時間の厳しい練習
が一ヶ月あまり行われた。
平米小学校の獅子舞
　平米小学校の獅子舞は、昭和47年〈1972〉の平米小学校創校六十周
年記念式典で獅子舞が演じられてから現在まで続いている。教頭先生
はこの獅子舞について「学校としては宗教的なものとは切り離し、地域
への貢献や郷土を知ることの一環として、また子供たちの成長を期待し
て行っている」と話してくださった。
　4年生の時に5年生の先輩から習う事で伝承し、自分たちが5年生に
なると本番を迎える。平米小学校の獅子舞はダンスのようにリズムをと
りながら一定の動きを繰り返し踊るのが特徴である。獅子舞は、天狗、
獅子、囃子で構成されており、5年生全員がいずれかの役につく。練習は
児童が自主的に時間を決めて、早朝、長休み、昼休み、放課後等に集まっ
て行う。本番が近くなると、授業時間を使い担任教師が指示を出すが動
きをよくみせるものにとどまっており、舞はほぼ生徒によって伝えられ
ている。初期の練習方法は、先輩が手本を見せて下級生が真似して行う
というものである。
獅子舞の伝承によって小学校に受け継がれたもの
ー平米小学校の獅子舞、長江の獅子舞、平米町の獅子舞を例にー
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　平米小学校の調査から、地域の獅子舞を受け継ぐ児童は、憧れと責任
を持って自主的に獅子舞という伝統に向き合っているように感じられ
た。芸能を体得することで自身の成長を感じている児童もいた。地域の
人達の協力を得ながら、獅子舞を通し地域の目の中で、児童らは平米小
学校の5年生として獅子舞を披露していた。
長江の獅子舞と平米小学校の獅子舞を
要素別に比較
　伝承によって変わったものは、まず神事ではなくなったことである。
平米町では伝承されなくなった獅子舞を小学校で受け継いだため、宗
教と切り離す事はやむを得なかったのであろう。こうして祭礼に付随し
た獅子舞の部分が小学校に伝承された。また、長江や平米の地域の獅
子舞では男性しかつとめることができなかった天狗や獅子の役を、小学
校では女子もつとめることができるようになった。小学校では担い手や
指導者でいられる期間は非常に短くなった。演目数も減り、神事ではな
いので一件ずつ舞う必要がないため、披露する機会も限られる。
　それでは、小学校に獅子舞が伝承された事で変わらないものはなん
であろうか。それは、実際に先輩の手本を見て、それを真似て行うという
伝承方法である。練習期間は短いが、小学校に入学してから、あるいは
それ以前から平米小学校の獅子舞の存在を知り、先輩が行う獅子舞を
見て育った子供たちがそれを引き継いで懸命に取り組んでいる。さらに
その様子を地域が見守っている。資金面での協力や、獅子舞披露を楽し
みにしている地域の目、これも変わらないものであると考える。
　この伝承によって変わらないものについて、獅子舞を「つけ祭」として
ではなく「郷土芸能」という視点から見ることで、更に考察してみたい。
三隅は著書『郷土芸能』の中で「獅子舞と子供」について以下のように記
している。
獅子舞などの芸能は辛く厳しい修行を経ることで、その地域の一員とし
ての気持ちを強めていく機能を持っている。平米小学校の獅子舞は、辛
い鍛錬や仕打ちを受ける事はないだろうが、責任をもって伝統の獅子舞
を受け継ぎ、披露し、次の学年へ伝えていことで、三隅の述べているよう
な、小学生が地域から認められる機会、通過儀礼のような機能を有して
いると考えられる。平米小学校の獅子舞の担い手と指導者は一年で変
わってしまうが、子供たちは平米小学校5年生としての通過儀礼である
獅子舞を通じ、責任感と自らの成長を感じている。
　平米小学校の獅子舞には祭の神事の要素は失われたが、練習を重
ね、地域の人々へ披露することで、地域に住むものとしての責任と認識
を強めるような、獅子舞という郷土芸能における通過儀礼的機能の一
部分が伝承されていると言えるだろう。
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獅子舞を構成する要素別の比較
（前略）部落に生まれた男の子は一定の年令に達したら全員これに
参加しなければならぬとする土地も、いまは少なくなってしまいま
したが、以前は沢山あつたようです（中略）行事を果たさねば、上の
若者組の階級に入ることが許されぬとされたのです。（中略）何週
間も前から宿に籠つて毎晩村の大人・先輩から稽古を受け、それも
時にはわざと尻をぶたれるというようなきびしい仕打ちを受けま
す。（中略）しかしそれだけに、無事勤め終えた後の喜びはまた格別
で、人からも祝われまた自身もいささか若衆になつたような気持
ちになるのです。（後略）
